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種の条件下で実施した。 T 条件は背景がなくターゲットのみが視野の中心にある条件 N 条件はターゲットが背景の
文脈と一致した本来最もありそうな位置にある条件， V 条件はターゲッ卜の位置が背景と不一致で本来はありそうで
ない位置にある条件， J 条件は N 条件の画像を 12分割しターゲットを含む部分を除く 11部分を切り貼りした条件であ
る。たとえば，リビングルームで父親がタバコを吸っている風景において灰皿をターゲットとした時， N 条件では父
親の前のテープ、ルに灰皿があり， V 条件ではコーラを飲んでいる子供の前に灰皿が置かれている。 J 条件では灰皿の
位置は N 条件と同じものの背景が切貼りされているため父親を含めた背景全体の把握が不司能になっている。今回，
2 種類の背景に，背景中の物品と意味的関連を有するターゲット(各背景 4 個)を設定し，それぞれに上記の 4 条件




T 条件では全ターゲ y 卜において分裂病群の万が正常群に比して反応時間が白・意に長かった。この事は，tIN球運動
を必要とせず，視覚情報を認知し反応する最も基礎的な処理系が分裂病者で障害されている事をノメしている。次に，
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N, V, J 条件で，眼球運動を伴った探索時間について検討した。その結果， N 条件では全ターゲットで分裂病群が正







陰性症状が特に T ， N 条件の反応時間と強い相関を示したのに対し，陽性症状は T 条件の反応時間とは有意な相関を






















また注視点 1 点あたりの注視時間を調べた結果から，分裂病者では，各被験者内で注視点 1 点あたりの注視時間が
正常者に比して長く，かっぱらつきの大きい事が示され，単にボトムアップ処理の障害だけでなく，眼球運動をプロ
グラミングする際にも既存の知識や経験を活かしたトップダウン処理が機能しておらず，必要な情報を得るには注視
点をどこに移動させどれくらい注視するのかといった他の感覚認知にも共通すると考えられるメタ認知能力の障害が
示唆された。
視覚探索課題において探索時間だけでなく探索中の眼球運動を記録してその探索中の思考過程を分析した研究は
これまで報告されておらず，分裂病患者の視覚認知の異常が単なる情報処理時間の延長だけでなくトップダウン処理
の障害という質的な異常を伴ったものであることを明らかにしたことは本研究が初めてであり またこの障害が臨床
症状と密接に関連していることが明かとなった事より今後の分裂病の臨床研究にも貢献をもたらすものと考えられる。
以上より，本研究は学位の授与に値すると判断される。
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